
第
三
節
　
芸
術
文
化
の
裾
野
の
拡
大
と
質
的
向
上

一
　「
地
方
の
時
代
」
の
文
化
振
興
行
政
の
進
展　

い
わ
ゆ
る
「
地
方
の
時
代
」
と
い
わ
れ
る
時
代
背
景
の
も
と
、
全
国
の
地
方

公
共
団
体
で
は
、昭
和
五
十
年
代
半
ば
か
ら
、「
地
域
お
こ
し
」
や
「
町
お
こ
し
」

と
い
う
形
で
、
様
々
な
地
域
振
興
策
が
講
じ
ら
れ
、
ま
た
、
公
立
文
化
会
館
や

公
立
美
術
館
な
ど
の
文
化
施
設
の
建
設
も
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
全

国
都
道
府
県
の
文
化
関
連
経
費
（
芸
術
文
化
事
業
費
、
文
化
施
設
経
費
（
事
業
費
・

管
理
費
）
と
文
化
施
設
建
設
費
の
合
計
の
総
額
）
も
大
き
く
伸
び
た
。

　
昭
和
五
十
五
（
一
九
八
〇
）
年
度
以
降
の
兵
庫
県
の
文
化
関
連
経
費
も
、
文

化
施
設
の
建
設
や
国
民
文
化
祭
の
開
催
な
ど
に
よ
り
大
幅
に
増
額
さ
れ
た
。
特

に
、
県
立
近
代
美
術
館
の
新
館
建
設
や
県
立
歴
史
博
物
館
の
建
設
費
が
計
上
さ

れ
た
昭
和
五
十
五
年
度
、
五
十
六
年
度
、
国
民
文
化
祭
の
開
催
準
備
費
や
た
ん

ば
田
園
交
響
ホ
ー
ル
の
建
設
費
が
加
わ
っ
た
六
十
二
年
度
、
兵
庫
現
代
芸
術
劇

場
（
現
兵
庫
県
芸
術
文
化
協
会
）
の
設
立
費
用
が
計
上
さ
れ
た
平
成
三
（
一
九
九
一
）

年
度
の
各
年
度
は
、
前
年
度
と
比
べ
て
著
し
く
増
加
し
た
。
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ま
た
、
国
の
文
化
振
興
行
政
に
は
、
地
方
の
文
化
振
興
へ
の
シ
フ
ト
が
見
ら
れ
た
。
文
化
庁
発
足
以
来
、
昭
和
四
十
年
代
半

ば
か
ら
五
十
年
代
半
ば
で
国
立
文
化
施
設
の
整
備
が
一
段
落
し
た
こ
と
や
国
の
厳
し
い
財
政
事
情
も
あ
っ
て
、
五
十
年
代
後
半

以
降
、
文
化
庁
予
算
は
大
幅
な
伸
び
を
見
な
い
ま
ま
推
移
し
た
。
し
か
し
、
昭
和
六
十
三
年
度
に
兵
庫
県
で
行
わ
れ
た
第
三
回

以
降
、
全
都
道
府
県
が
参
加
す
る
よ
う
に
な
っ
た
国
民
文
化
祭
や
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
ほ
か
、
平

成
元
年
度
に
は
、
ア
マ
チ
ュ
ア
団
体
や
地
域
の
文
化
施
設
の
活
動
等
も
含
め
た
幅
広
い
芸
術
文
化
活
動
の
支
援
を
行
う
こ
と
を

目
的
に
芸
術
文
化
振
興
基
金
が
創
設
さ
れ
る
な
ど
、
ソ
フ
ト
事
業
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
、
文
化
庁
予
算
は
増
加
に
転
じ
た
。

そ
し
て
、
組
織
体
制
に
つ
い
て
も
、
平
成
元
年
度
か
ら
は
、
文
化
庁
文
化
普
及
課
に
地
域
文
化
振
興
室
が
設
置
さ
れ
、
地
方
で

の
文
化
事
業
の
企
画
・
運
営
等
に
つ
い
て
の
専
門
的
助
言
等
の
体
制
が
整
備
さ
れ
る
な
ど
、
昭
和
の
終
わ
り
か
ら
平
成
に
か
け

て
、
国
に
お
い
て
も
、
地
方
の
文
化
振
興
行
政
に
対
し
注
力
す
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

二
　
県
民
の
文
化
活
動
の
広
が
り

　
昭
和
五
十
年
三
月
に
策
定
さ
れ
た
「
二
一
世
紀
へ
の
生
活
文
化
社
会
計
画
」
が
五
十
六
年
十
二
月
、
六
十
年
度
を
目
標
年
次

と
す
る
「
新
中
期
行
政
計
画
」
に
受
け
継
が
れ
、
文
化
部
門
で
は
「
ひ
ょ
う
ご
文
化
の
創
造
」
を
挙
げ
て
い
る
。
新
計
画
策
定

の
前
年
九
月
に
は
、
県
民
と
行
政
が
連
携
し
て
輪
を
広
げ
る
、
先
進
的
な
「
生
活
文
化
県
民
運
動
」
が
提
唱
さ
れ
た
。
同
運
動

は
「
衣
食
住
な
ど
身
近
な
生
活
の
在
り
方
、
生
き
方
を
見
直
す
中
か
ら
物
心
と
も
に
豊
か
な
家
庭
生
活
を
再
構
築
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
」
と
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
の
も
と
、
県
民
会
議
な
ど
で
の
意
見
を
踏
ま
え
、
次
の
目
標
を
提
唱
し
た
。
①
生
き
が
い
と

喜
び
を
つ
く
る
、
②
健
康
な
心
と
体
を
養
う
、
③
く
ら
し
を
守
り
質
を
高
め
る
、
④
正
し
く
明
る
い
子
ど
も
を
育
て
る
、
⑤
花
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と
緑
の
環
境
を
育
て
る
で
あ
る
。
こ
の
目
標
は
、
同
年
に
設
置
さ
れ
た
同
運
動
推
進
協
議
会
と
連
携
し
て
県
民
の
自
主
的
な
実

践
機
運
を
高
め
て
支
援
し
、
生
活
文
化
事
業
の
総
合
的
な
推
進
に
よ
っ
て
、
先
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
に
う
た
う
物
心
と
も
に
豊
か

な
「
し
あ
わ
せ
な
家
庭
づ
く
り
」
を
目
指
し
た
。
具
体
的
に
は
生
活
文
化
の
推
進
大
会
・
展
示
・
セ
ミ
ナ
ー
・
啓
発
活
動
の
ほ

か
「
全
国
文
化
行
政
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
な
ど
を
積
極
的
に
展
開
し
た
。
同
運
動
は
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
に
提
唱
さ
れ
る
「
こ

こ
ろ
豊
か
な
人
づ
く
り
」「
す
こ
や
か
な
社
会
づ
く
り
」「
さ
わ
や
か
な
県
土
づ
く
り
」
な
ど
を
推
進
課
題
と
す
る
本
格
的
・
体

系
的
な
県
民
運
動
に
引
き
継
が
れ
て
い
く
。

　
昭
和
六
十
三
年
に
兵
庫
県
で
開
か
れ
た
第
三
回
国
民
文
化
祭
は
、
翌
年
ス
タ
ー
ト
す
る
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
」
を
生
む
起
爆

剤
と
な
っ
た
。
同
文
化
祭
は
、
全
国
の
人
々
が
集
う
な
か
で
、
各
地
の
文
化
に
接
し
て
地
域
文
化
振
興
の
機
運
を
高
め
、
日
本

文
化
全
体
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
兵
庫
県
へ
の
誘
致
に
つ

い
て
は
、
多
彩
な
文
化
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、
県
が
進
め
て
き
た
生
活
文

化
行
政
の
成
果
と
蓄
積
を
生
か
し
、
話
題
性
に
富
ん
だ
事
業
の
展
開
に
よ
っ
て
県
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
狙
っ
た
が
、
毎
年
県
民
が
一
堂
に
集
う
総
合
的
な
祭
典
の
開
催
に
つ
な

が
っ
た
意
義
は
大
き
い
。「
第
三
回
国
民
文
化
祭
ひ
ょ
う
ご
88
」
は
十
月
二
十
二
日
〜
十

一
月
三
日
ま
で
一
三
日
間
に
わ
た
り
、
県
内
一
七
市
町
で
開
催
、
全
四
七
都
道
府
県
か
ら

の
参
加
を
得
た
。
七
三
八
（
県
外
三
七
一
）
団
体
、
一
万
四
四
四
二
（
県
外
六
二
四
一
）
人

が
出
演
、
ま
た
応
募
作
品
は
一
万
五
二
三
五
（
県
外
九
二
四
五
）
点
、
観
客
は
四
三
万
四

二
四
九
人
（
関
連
事
業
を
含
む
）
に
上
っ
た
。
主
催
事
業
四
三
、
協
賛
事
業
は
一
六
都
県
か
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ら
三
七
二
（
県
内
二
三
四
）
が
行
わ
れ
た
。
テ
ー
マ
に
「
二
〇
〇
一
年
美
の
創
造
」
を

掲
げ
、
初
め
て
全
都
道
府
県
の
参
加
が
実
現
、
過
去
最
大
規
模
・
内
容
を
誇
り
、
翌
年

以
降
の
模
範
と
な
っ
た
。
主
催
事
業
は
国
際
交
流
と
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
性
・
創
造
性
・
地

域
性
な
ど
の
特
色
を
発
揮
し
た
ほ
か
、
在
日
外
国
人
を
は
じ
め
幅
広
い
年
齢
層
が
参
加

し
、
文
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
躍
に
よ
り
、
県
民
自
身
の
文
化
力
を
高
め
る
と
と
も
に
、

「
文
化
県
兵
庫
」
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

　
こ
の
国
民
文
化
祭
は
、
同
年
の
ほ
ぼ
同
時
期
に
第
一
回
を
開
催
し
た
、
高
齢
者
が
主

役
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
の
祭
典
「
全
国
健
康
福
祉
祭
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）」
の
成
果
も

踏
ま
え
、
翌
平
成
元
年
に
始
ま
り
三
十
年
現
在
も
続
く
「
ふ
れ
あ
い
の
祭
典
」
と
い
う
、

広
く
県
民
文
化
向
上
に
寄
与
す
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
を
生
み
出
し
、
県
民
の
芸
術
文
化
の
裾
野
を
拡
大
し
、
資
質
を
向
上
さ
せ
た
。

最
初
の
同
祭
典
は
、「
情
熱　
Ｈ
Ｙ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
・
い
き
い
き
出
発
」
を
テ
ー
マ
に
東
播
磨
地
域
を
集
中
開
催
地
と
し
て
、
平
成
元

年
十
月
一
日
に
県
立
文
化
体
育
館
で
開
幕
、
十
一
月
二
十
三
日
、
姫
路
市
文
化
セ
ン
タ
ー
で
の
閉
会
の
つ
ど
い
ま
で
五
四
日
間
、

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
健
康
・
福
祉
な
ど
多
彩
な
分
野
に
わ
た
る
イ
ベ
ン
ト
二
〇
三
事
業
を
主
催
し
た
ほ
か
、
協
賛
事
業
も
一
六

四
を
数
え
、
延
べ
五
三
万
四
四
〇
〇
人
が
参
加
し
た
。
祭
典
は
当
初
、
県
立
文
化
体
育
館
（
翌
年
か
ら
県
立
明
石
公
園
）
で
の
全

県
総
合
イ
ベ
ン
ト
と
六
（
平
成
十
三
年
か
ら
九
）
県
民
局
ご
と
の
地
域
総
合
イ
ベ
ン
ト
の
二
本
立
て
で
実
施
。
平
成
十
四
年
度
か

ら
は
全
県
イ
ベ
ン
ト
を
地
域
持
ち
回
り
方
式
に
変
え
、
新
制
初
年
度
は
阪
神
南
県
民
局
が
担
当
、
阪
急
西
宮
ス
タ
ジ
ア
ム
で
開

催
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
翌
十
五
年
を
最
後
に
地
域
実
行
委
員
会
と
地
域
総
合
イ
ベ
ン
ト
を
廃
止
し
た
が
、
同
祭
典
に
よ
り
県
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内
の
多
彩
な
伝
統
文
化
な
ど
の

魅
力
が
広
く
県
民
に
再
認
識
さ

れ
、
地
域
と
主
体
的
に
関
わ
ろ

う
と
す
る
人
材
や
団
体
を
育
ん

で
き
た
。

　
ま
た
、
平
成
二
年
度
に
県
の

芸
術
文
化
振
興
基
金
が
創
設
さ

れ
た
。
芸
術
文
化
に
係
る
「
活

動
へ
の
支
援
」「
鑑
賞
機
会
の

提
供
」
に
加
え
、
国
際
文
化
交

流
の
推
進
な
ど
を
目
的
と
す
る

も
の
で
、
同
基
金
は
積
立
金
と

し
て
初
年
度
予
算
に
約
二
一
億

五
六
七
〇
万
円
を
計
上
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
以
後
は
基
金
か
ら
生
じ
る
利
息
を
毎
年
積
み
立
て
、
平
成
六
年
度
末
の
基
金
残
高
は
二
五
億
五
〇
〇
〇
万
円
余

り
に
、
三
十
年
度
末
の
基
金
残
高
は
三
四
億
七
四
〇
〇
万
円
余
り
に
上
り
、「
ひ
ょ
う
ご
の
芸
術
文
化
育
成
・
支
援
事
業
（
芸

術
文
化
活
動
支
援
事
業
）」
な
ど
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。

表53　ふれあいの祭典一覧（平成元～14年度）

年度
（平成） テーマ 全県総合イベント会場 参加人数

（人）
1

2

3

4
5
6

情熱　HYOGO・いき
いき出発

県立文化体育館、 神戸市立蓮
池小学校、県立明石公園

（集中開催地＝東播磨、阪神、
西播磨、三田・丹波、淡路、
但馬） （※年度により異なる）

534,400

907,600

1,055,900

1,266,000
1,377,200
1,389,000

7

8
9

10

大好きなまちだから
もっと…ひょうご

県立明石公園、明石西公園及
び周辺（※年度により異なる）

1,573,000

1,761,400
1,804,100
1,955,300

11

12
13

みんなでつくる、ひょ
うごで生きる

県立明石公園及び周辺 2,589,000

2,938,900
2,998,300

14 集まれ！　ひょうごパ
ワー～思いっきり伝え
たい、とびっきり輝き
たい、元気スタジアム

阪急西宮スタジアム及び周辺 2,912,800

（注 ）参加人数は、全県総合・地域総合など全てのイベントの参加者。平成15年度
以降は開会2日間で全県総合イベントのみが行われた。

（注）テーマは、平成13年度までは祭典全体、14年度は全県総合イベントのみ
（『第14回兵庫のまつり─ふれあいの祭典記録書』『ふれあいの祭典の概要』
を参照して作成）
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道
府
県
立
で
は
全
国
初
の
「
ピ
ッ
コ
ロ
劇
団
」
で
あ
る
。
同
劇
場
が
長
年
培
っ
て

き
た
人
材
育
成
事
業
の
集
大
成
と
し
て
、
平
成
六
年
に
発
足
、
現
代
演
劇
を
代
表

す
る
劇
作
家
に
よ
る
創
作
劇
中
心
の
公
演
を
は
じ
め
、
学
校
や
地
域
で
の
演
劇
指

導
・
普
及
に
も
取
り
組
み
、
国
内
の
み
な
ら

ず
海
外
ま
で
幅
広
く
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。

「
芸
術
文
化
立
県
ひ
ょ
う
ご
」
を
担
う
全
国

的
に
珍
し
い
公
立
劇
団
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
構
想

国
民
文
化
祭
開
催
を
機
に

平
成
元
年
度
に
生
ま
れ
た

芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
基
本
構
想
が
、
翌
年
度

に
は
基
本
計
画
を
策
定
す
る
な
ど
着
実
に
前

進
し
た
。
世
界
か
ら
注
目
を
集
め
る
演
劇
、

三
　
舞
台
芸
術
の
進
展

花
開
く
ピ
ッ
コ

ロ
シ
ア
タ
ー

昭
和
五
十
三
年
八
月
に
開
館
し
た
県
立
尼
崎
青
少
年
創
造
劇
場
（
ピ
ッ
コ
ロ
シ
ア
タ
ー
）
は
、
単
に
演
劇
を
上

演
す
る
の
に
と
ど
ま
ら
ず
、活
動
の
幅
を
次
々
と
広
げ
て
い
っ
た
。
将
来
の
地
域
文
化
活
動
の
創
造
者・リ
ー

ダ
ー
を
育
て
る
「
ピ
ッ
コ
ロ
演
劇
学
校
」（
昭
和
五
十
八
年
四
月
に
本
科
、
翌
年
研
究
科
を
設
置
）、
舞
台
芸
術
を
支
え
る
舞
台
美
術・

照
明
・
音
響
が
学
べ
る
「
ピ
ッ
コ
ロ
舞
台
技
術
学
校
」（
平
成
四
年
六
月
）
も
併
設
し
て
い
る
。
加
え
て
最
も
誇
れ
る
の
が
、
都

写真 126　ピッコロ舞台技術学校開校

表54　尼崎青少年創造劇場及びピッコロ劇団の受賞歴

尼崎青少年創造劇場
昭和63年 6 月
平成 3 年 5 月
　　 4 年 6 月
　　17年 1 月

第10回サントリー地域文化賞
神戸新聞奨励賞
久留島武彦文化賞
JAFRAアワード（総務大臣賞）

ピッコロ劇団
平成 9 年度

　　10年度
　　19年度
　　25年度

文化庁芸術祭賞〈演劇部門〉芸術祭優秀賞
第32回紀伊國屋演劇賞団体賞
尼崎市民芸術賞特別賞
文化庁芸術祭賞〈演劇部門〉芸術祭優秀賞
文化庁芸術祭賞〈演劇部門〉芸術祭優秀賞

 （県立尼崎青少年創造劇場ピッコロシアターホームページより作成）
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音
楽
・
舞
踊
な
ど
の
舞
台
芸
術
を
中
心
に
し
た
芸
術
文

化
の
創
造
と
交
流
の
拠
点
と
な
る
「
芸
術
文
化
セ
ン

タ
ー
」
の
実
現
に
向
け
て
ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
両
面
か

ら
構
想
の
推
進
が
図
ら
れ
た
。

　
構
想
の
具
体
化
に
あ
た
っ
て
は
ソ
フ
ト
事
業
を
先
行

さ
せ
、
気
運
を
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
兵
庫
か
ら
国

内
外
に
情
報
発
信
を
行
う
こ
と
と
し
た
。
そ
の
た
め
の

安
定
的
な
財
源
の
確
保
に
向
け
、平
成
元
年
度
末
に「
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
事
業
基
金
」（
八
〇
億
円
）
が
設
置
さ

れ
、
開
館
に
向
け
た
ソ
フ
ト
先
行
事
業
に
着
手
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
平
成
二
年
度
に
は
実
施
主
体
と
な
る
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
事
業
実
行
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
基

金
運
用
益
を
財
源
と
し
て
初
の
ソ
フ
ト
事
業
「
ひ
ょ
う

ご
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」
を
開
始
、
東
ド
イ
ツ
の
ラ

イ
プ
ツ
ィ
ヒ
音
楽
院
室
内
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
招
へ
い
し

た
。
平
成
三
年
度
に
な
る
と
、ソ
フ
ト
先
行
事
業
（
ひ
ょ

う
ご
舞
台
芸
術
、
ひ
ょ
う
ご
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
、
ア
ジ

表55　兵庫現代芸術劇場の活動

年度 ひょうご舞台芸術
平成3

4
5

6

「獅子を飼う～利休と秀吉」（神戸15）
「実朝出帆」（神戸18）
（自）「幻の街～もう一つの神戸物語」（神戸20）、「クック・ドゥードゥルドゥ～田所家の人々」
（神戸17）、「かもめ」（神戸12）、（自）「舞台　愛しすぎる人たちよ」（尼崎2）
（自）「庭を持たない女たち」（神戸10、出石2）、「セブン・デイズ」（神戸17）、「オイディプス王」
（神戸12）、（自）「仮名手本ハムレット」（尼崎2）

年度 ひょうごインビテーショナル
平成2

3
4
5

東ドイツライプツィヒ音楽院室内オーケストラ（3）
白ロシア国立バレエ学校（3）、韓国ソウル・ジュニア・フィルハーモニック・オーケストラ（3）
フランス国立音楽院舞踊学校（4）、英国セントポール・カテドラル少年合唱団（5）
独シュトゥットガルト・ジョン・クランコ・バレエ学校（4）、中国・北京中央楽団少年女子合
唱団（5）

6 「ひょうごアジア太平洋青少年演劇祭」ロシア国立マールイ劇場付属シチェープキン記念演劇
学校、中国中央戯劇学院、韓国ソウル芸術専門大学、東京・桐朋学園大学短期大学部、ピッコ
ロ演劇学校

年度 公開討論会
平成4

5
6

アジア・太平洋フォーラム「ラーマーヤナの芸術～東南アジアへの広がり～」
ひょうご舞台芸術シンポジウム「公共劇場の将来像」
ひょうごアジア太平洋芸術フォーラム「仮面の交流～東アジアの神・人・舞」

（注１）舞台芸術及びインビテーショナルの（　　）書きは公演数
（注２）（自）は自主企画制作 （「主要施策の成果及び基金運用状況説明書」より作成）
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ア
太
平
洋
芸
術
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
）
の
推
進
及
び
開
館
後
の
管
理
運
営
を
行
う
兵
庫
現
代
芸
術
劇
場
が
発
足
し
、
劇
作
家
で
大
阪
大

学
文
学
部
教
授
で
あ
っ
た
山や
ま

崎ざ
き

正ま
さ

和か
ず

が
芸
術
監
督
に
就
任
し
た
。
自
主
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
公
演
「
ひ
ょ
う
ご
舞
台
芸
術
」
の
第
一

回
公
演
は
山
崎
正
和
作
「
獅
子
を
飼
う
〜
利
休
と
秀
吉
」
に
決
ま
り
、
翌
年
三
月
に
神
戸
で
一
五
、
四
月
に
東
京
で
二
六
公
演

を
実
施
、
総
入
場
者
数
約
二
万
人
を
集
め
た
。「
ひ
ょ
う
ご
イ
ン
ビ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル
」
で
は
、
平
成
三
年
七
月
に
白
ロ
シ
ア
国

立
バ
レ
エ
学
校
を
、
七
〜
八
月
に
韓
国
ソ
ウ
ル
・
ジ
ュ
ニ
ア
・
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
招
き
、
各
三
公
演

実
施
し
た
。
同
年
十
月
「
舞
台
芸
術
と
地
域
社
会
」
を
テ
ー
マ
に
「
ひ
ょ
う
ご
舞
台
芸
術
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
か
れ
る

な
ど
ソ
フ
ト
事
業
が
活
発
に
展
開
さ
れ
た
。
こ
の
種
の
事
業
は
、
と
も
す
れ
ば
「
箱
物
」
ば
か
り
が
で
き
、
演
目
な
ど
内
容
が

伴
わ
な
い
悪
例
が
批
判
さ
れ
が
ち
だ
が
、
平
成
十
七
年
十
月
、
西
宮
市
に
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
館
す
る
ま
で
の
間
の
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
む
活
動
は
、
ソ
フ
ト
先
行
に
よ
り
建
設
へ
の
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
た
成
功
例
と
し
て
特
筆
で
き
よ
う
。

　
芸
術
文
化
セ
ン
タ
ー
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
当
初
、
ニ
チ
イ
（
現
イ
オ
ン
リ
テ
ー
ル
）
の
経
営
す
る
商
業
施
設
や
阪
急
の
ホ

テ
ル
と
複
合
し
た
大
規
模
な
施
設
を
共
同
開
発
す
る
こ
と
が
計
画
さ
れ
た
。
可
動
床
機
構
を
備
え
た
四
面
舞
台
を
有
す
る
先
進

的
な
施
設
（
建
設
費
四
八
〇
億
円
規
模
）
を
目
指
し
、
平
成
五
年
度
に
基
本
設
計
に
着
手
し
た
が
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
に
よ
り

設
計
等
の
一
時
中
断
や
計
画
の
大
幅
な
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
再
ス
タ
ー
ト
は
平
成
九
年
ま
で
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
。

四
　
芸
術
文
化
の
発
信
拠
点
の
開
館
ラ
ッ
シ
ュ

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
十
七
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で
三さ
ん

田だ

市
の
深
田
公
園
（
現
人
と
自
然
の
博
物
館
周
辺
）
で
「
二
一
世
紀
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公
園
都
市
博
覧
会　
北
摂
・
丹
波
の
祭
典
ホ
ロ
ン
ピ
ア
’88
」
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
そ

の
中
核
施
設
と
し
て
、
同
年
四
月
、
地
域
住
民
の
文
化
芸
術
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
促

進
し
、
併
せ
て
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
篠さ
さ
山や

ま
町
（
後
の
篠
山
市
、
現
丹
波
篠
山
市
）
に

設
置
し
た
の
が
「
た
ん
ば
田
園
交
響
ホ
ー
ル
」
で
あ
る
。
町
民
に
よ
る
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ

や
合
唱
の
活
動
が
盛
ん
で
あ
っ
た
土
地
柄
を
反
映
し
、
同
ホ
ー
ル
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

の
演
奏
効
果
を
重
視
し
た
設
計
で
あ
る
が
、
あ
ら
ゆ
る
用
途
に
対
応
で
き
る
多
目
的

ホ
ー
ル
と
な
っ
て
い
る
。
丹
波
地
域
だ
け
で
は
な
く
、
北
摂
や
北
播
な
ど
周
辺
を
含
む

県
内
陸
部
の
文
化
振
興
の
殿
堂
と
し
て
、
新
し
い
田
園
文
化
都
市
づ
く
り
の
拠
点
、
文

化
の
発
信
地
と
し
て
活
用
さ
れ
た
。
兵
庫
県
が
設
置
・
所
有
し
篠
山
町
が
運
営
し
て
い

た
が
、
平
成
二
十
二
年
の
県
の
新
行
革
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
大
規
模
改
修
の

翌
年
四
月
、
篠
山
市
に
移
譲
さ
れ
た
。

　
兵
庫
県
内
の
文
化
施
設
は
戦
後
、
特
に
昭
和
四
十
年
代
以
降
、
急
速
に
増

え
て
い
っ
た
。
昭
和
五
十
四
年
ま
で
で
公
私
立
合
わ
せ
る
と
、
博
物
館
一
四
、

美
術
館
七
、
文
学
館
三
、
郷
土
館
六
、
劇
場
八
、
そ
の
他
四
の
計
四
二
施
設

に
上
っ
た
。
さ
ら
に
昭
和
五
十
五
年
か
ら
平
成
六
年
ま
で
の
一
五
年
間
に
計

六
九
施
設
も
増
え
た
。
特
に
博
物
館
、
美
術
館
、
文
学
館
の
伸
び
が
著
し
く
、

順
に
二
六
、
一
四
、
八
カ
所
と
昭
和
五
十
五
年
ま
で
の
ほ
ぼ
倍
増
と
な
っ
た
。

写真 127　たんば田園交響ホール

写真 128　神戸市立博物館
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こ
の
期
間
は
、
県
立
以
外
の
市
町
や
民
間
の
個
性
的
な
施
設
が
次
々
と
登
場
し
た
。
市
町
立
で
は
、
神
戸
市
立
博
物
館
、
同
市

立
小
磯
記
念
美
術
館
を
は
じ
め
、
洲
本
市
立
淡
路
文
化
資
料
館
、
龍
野
市
立
龍
野
歴
史
文
化
資
料
館
、
明
石
市
立
文
化
博
物
館
、

篠
山
市
立
歴
史
美
術
館
、
姫
路
市
立
美
術
館
な
ど
県
内
各
地
の
自
治
体
が
競
っ
て
造
っ
た
。
民
間
で
も
竹
中
大
工
道
具
館
、
美

味
伝
承
甲
南
漬
資
料
館
、
Ｕ
Ｃ
Ｃ
コ
ー
ヒ
ー
博
物
館
（
い
ず
れ
も
神
戸
市
）、
尼
崎
信
用
金
庫
世
界
の
貯
金
箱
博
物
館
（
尼
崎
市
）

な
ど
企
業
に
よ
る
設
置
が
続
き
、
文
学
館
で
は
芦
屋
市
富と

み
田た

砕さ
い
花か

旧
居
・
谷た

に
崎ざ

き

潤じ
ゅ
ん
一い

ち
郎ろ

う
記
念
館
と
神
戸
市
倚い

松し
ょ
う
庵あ

ん
、
宝
塚
市

立
手
塚
治
虫
記
念
館
な
ど
作
家
ら
の
個
人
を
顕
彰
す
る
施
設
が
目
立
つ
。
そ
の
ほ
か
大
鳴
門
橋
記
念
館
・
う
ず
し
お
科
学
館
、

赤あ
こ

穂う

市
立
海
洋
科
学
館
・
塩
の
国
、
に
し
わ
き
経
緯
度
地
球
科
学
館
「
テ
ラ
・
ド
ー
ム
」
な
ど
、
地
域
の
特
色
を
色
濃
く
反
映

し
た
施
設
も
相
次
ぎ
誕
生
し
た
。

　
県
立
歴
史
博
物
館
は
、
昭
和
四
十
年
代
初
頭
か
ら

熱
望
さ
れ
て
い
た
が
、
よ
う
や
く
五
十
八
年
に
な
っ

て
姫
路
城
の
北
東
に
整
備
が
実
現
し
た
。
県
の
歴
史

と
日
本
の
城
郭
に
関
す
る
資
料
を
中
心
に
見
学
で
き

る
ほ
か
地
域
文
化
を
活
か
し
た
世
代
間
の
交
流
と
体

験
も
楽
し
め
る
。

　
平
成
四
年
に
は
、
三
田
市
で
県
立
人
と
自
然
の
博

物
館
が
開
館
し
た
。「
人
と
自
然
の
共
生
」
を
テ
ー

マ
に
約
一
六
〇
万
点
を
収
蔵
し
、
変
動
す
る
地
球
の

写真 129　県立歴史博物館の城郭模型

写真 130　県立人と自然の博物館の実物標本
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姿
と
生
命
の
営
み
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
な
お
、
平
成
二
年
度
か
ら
、
花
と
緑
に
ふ
れ
あ
う
快
適
な
空
間
の
な
か
で
、
い
き
い
き
と
し
た
多
彩
な
芸
術
文
化
活
動
を
行

う
た
め
の
施
設
と
し
て
「
ひ
ょ
う
ご
花
と
緑
の
文
化
館
（
仮
称
）」
構
想
が
具
体
化
し
た
。
こ
の
施
設
は
県
庁
舎
周
辺
整
備
の

一
環
と
し
て
兵
庫
県
民
会
館
や
県
民
小
劇
場
の
文
化
機
能
も
継
承
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
実
施
設
計
や
埋
蔵
文
化

財
調
査
を
行
っ
た
段
階
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
た
た
め
実
現
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

五
　
文
化
振
興
貢
献
に
対
す
る
顕
彰
制
度
の
創
設

　
県
に
お
け
る
芸
術
や
文
化
に
関
す
る
顕
彰
制
度
と
し
て
は
、
既
に
「
文
化
賞
」
や
「
と
も
し
び
の
賞
」
が
設
け
ら
れ
て
い
た

が
、
平
成
元
年
、
県
功
労
者
表
彰
（
以
下
、
県
功
労
）
の
な
か
に
「
文
化
」
分
野
が
追
加

さ
れ
て
一
九
分
野
と
な
っ
た
。
県
功
労
は
、
県
政
の
伸
展
や
公
共
の
福
祉
増
進
に
功
労
が

あ
っ
た
人
を
は
じ
め
、
そ
の
他
広
く
県
民
の
模
範
と
な
る
な
ど
特
に
功
績
顕
著
な
人
を
称

え
る
制
度
で
、
昭
和
二
十
五
年
に
発
足
し
、
一
一
分
野
（
分
野
の
呼
称
変
更
や
再
編
を
経
て
、

平
成
三
十
（
二
〇
一
八
）
年
に
は
二
二
分
野
）
に
わ
た
る
功
労
者
を
五
月
三
日
の
憲
法
記
念

日
に
表
彰
し
て
い
る
。「
文
化
」
分
野
を
追
加
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
既
存
の
文
化
に
関

す
る
顕
彰
制
度
で
は
必
ず
し
も
対
応
で
き
な
か
っ
た
長
年
に
わ
た
る
地
道
な
文
化
振
興
活

動
な
ど
に
も
、
広
く
光
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
日
本
玩
具
博
物
館
館
長
・
井い
の
上う

え

重し
げ
義よ

し
、
丹
波
古
陶
館
館
長
・
中な

か
西に

し
通と

お
る、
ち
ぎ
り
絵
作
家
・
中な

か
野の

ハ
ル
の
三
人
が
初
の
文
化

写真 131　第 1回兵庫県芸術奨励賞贈呈式
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功
労
を
受
賞
し
、
平
成
三
十
年
ま
で
に
、
二
〇
〇
人
が
文
化
功
労
で
表
彰
さ
れ
た
。

　
平
成
五
年
度
に
は
、「
芸
術
文
化
活
動
の
振
興
」
の
一
環
と
し
て
「
芸
術
奨
励
賞
」
を
制
定
し
、
芸
術
分
野
に
お
け
る
創
作

活
動
で
優
れ
た
業
績
を
上
げ
、
特
に
将
来
が
期
待
さ
れ
る
芸
術
家
六
人
に
贈
呈
し
た
。
同
賞
に
先
立
つ
平
成
三
年
度
か
ら
は
、

新
進
芸
術
家
に
奨
励
金
を
交
付
し
、
海
外
で
の
研
修
に
か
か
る
経
費
を
助
成
す
る
活
動
支
援
制
度
も
始
ま
っ
た
。
平
成
三
十
年

ま
で
一
三
六
人
を
数
え
る
同
奨
励
賞
受
賞
者
の
多
く
は
、
後
に
各
分
野
の
第
一
人
者
に
成
長
し
て
い
る
だ
け
に
賞
制
定
の
意
義

は
大
き
い
。

六
　
日
本
初
の
世
界
遺
産
登
録

　
世
界
遺
産
条
約
は
昭
和
四
十
七
年
に
ユ
ネ
ス
コ
（
国
際
連
合
教
育
科
学
文
化
機
関
）
で
採
択
さ
れ
、
平
成
三
十
年
七
月
現
在
、

一
九
三
カ
国
が
締
結
し
て
い
る
。
日
本
も
平
成
四
年
に
こ
の
条
約
を
締
結
し
、
文
化
遺
産
及
び
自
然
遺
産
を
人
類
全
体
の
た
め

の
世
界
の
遺
産
と
し
て
損
傷
、
破
壊
等
の
脅
威
か
ら
保
護
・
保
存
す
る
た
め
、
国
際
的
な
協
力
・
援
助
体
制
の
構
築
に
貢
献
し

て
き
た
。
各
国
は
、
国
際
的
な
観
点
か
ら
価
値
が
あ
る
と
考
え
る
自
国
の
遺
産
を
推
薦
し
、
諮
問
機
関
に
よ
る
学
術
的
な
審
査

を
経
て
二
一
カ
国
で
構
成
さ
れ
る
世
界
遺
産
委
員
会
に
お
い
て
価
値
や
保
存
管
理
体
制
が
認
め
ら
れ
れ
ば
登
録
が
決
定
さ
れ
る
。

　
世
界
遺
産
の
第
一
号
は
、
昭
和
五
十
三
年
の
一
二
件
（
自
然
四
件
、
文
化
八
件
）
で
あ
る
が
、
日
本
で
は
、
平
成
五
年
十
二
月
に
、

文
化
遺
産
と
し
て
、
姫
路
城
、
法
隆
寺
（
奈
良
県
）
が
、
自
然
遺
産
と
し
て
、
白
神
山
地
（
青
森
・
秋
田
県
境
）、
屋
久
島
（
鹿
児

島
県
）
が
登
録
さ
れ
た
。
平
成
三
十
年
に
登
録
さ
れ
た
長
崎
と
天
草
地
方
の
潜
伏
キ
リ
シ
タ
ン
関
連
遺
産
ま
で
で
、
日
本
の
世

界
遺
産
は
計
二
二
件
（
文
化
一
八
件
、
自
然
四
件
）
と
な
っ
た
。
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平
成
五
年
十
二
月
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
姫
路
城
は
、
江
戸
時
代

初
期
の
慶
長
年
間
の
一
六
〇
一
〜
一
六
〇
九
年
に
姫
路
藩
主
の
池い
け

田だ

輝て
る

政ま
さ

が
姫
山
と
鷺
山
を
中
心
に
築
い
た
平
山
城
で
、
元
和
四
（
一
六
一
八
）
年
、

本ほ
ん
多だ

忠た
だ
政ま

さ
が
西
の
丸
を
造
営
し
て
完
成
さ
せ
た
。
国
内
で
一
二
を
数
え
る

江
戸
期
以
前
の
天
守
が
残
っ
て
お
り
、
大
天
守
・
小
天
守
・
渡
わ
た
り

櫓や
ぐ
らな

ど
八

棟
が
国
宝
、
櫓
や
門
・
屏
な
ど
七
四
棟
は
国
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
て
お

り
、
主
郭
部
を
含
む
中
堀
の
内
側
は
国
の
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

姫
路
城
が
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
の
は
、
①
美
的
完
成
度
が
我
が
国
の

木
造
建
築
の
最
高
の
位
置
に
あ
り
、
世
界
的
に
も
他
に
類
の
な
い
優
れ
た
も
の
で
あ
る
、
②
一
七
世
紀
初
頭
の
城
郭
建
築
の
最

盛
期
に
、
天
守
群
を
中
心
に
、
櫓
・
門
・
土
塀
等
の
建
造
物
や
石
垣
・
堀
な
ど
の
土
木
建
築
物
が
良
好
に
保
存
さ
れ
、
防
御
に

工
夫
し
た
日
本
独
自
の
城
郭
の
構
造
を
最
も
よ
く
示
し
た
城
で
あ
る
─
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
た
め
で
あ
っ
た
。

写真 132　姫路城の世界遺産登録を報じ
る新聞（神戸新聞 平成 5（1993）
年 12 月 10 日夕刊）
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